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１
月
25
日
、
第
30
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
黎
明
館
講
堂
（
鹿
児
島
市
）

で
行
わ
れ
、
本
町
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
務
め
る
マ
ル
ド
ナ

ド 

・マ
リ
ル
ズ
さ
ん（
城
川
内
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
県
内
在
住
の
外
国
人
に
意
見
を
発
表

す
る
機
会
の
提
供
と
多
文
化
共
生
の
社
会
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
マ
リ
ル
ズ
さ
ん
は
、
町
内
の
手
話
講
座
で
覚
え

た
手
話
を
交
え
て
「
人
生
は
挑
戦
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
を
発
表
。
コ
ン
テ
ス
ト
を
終
え
て
「
周

囲
の
支
え
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
こ
れ
か

ら
も
長
島
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
30
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

人
生
は
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切

　
１
月
23
日
、
長
島
中
学
校
（
副
田
明
彦
校
長
・

69
人
）
で
１
年
生
を
対
象
に
「
鰤
王
」
を
用
い
た

学
校
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
が
本
町
特
産
品
で
あ
る
「
鰤
王
」
の
調

理
を
と
お
し
て
地
域
の
食
文
化
を
理
解
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
東
町
漁
業
協
同
組
合
職
員
と
養

殖
業
者
会
会
員
が
共
同
で
講
師
を
務
め
ま
し
た
。 

　
小
場
凛り
ん
な花
さ
ん
は
「
自
分
で
さ
ば
い
た
ブ
リ
は

普
段
と
違
っ
て
美
味
し
か
っ
た
。
さ
ば
く
の
は
、

最
初
は
難
し
か
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
楽
し

か
っ
た
。
家
で
も
さ
ば
い
て
み
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

長
島
中
学
校
で
鰤
王
を
用
い
た
学
校
料
理
教
室

自
分
で
さ
ば
く
「
鰤
王
」

　
２
月
３
日
、
出
水
中
央
家
畜
市
場
で
子
牛
の
初

競
り
が
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組

合
の
上
宗
光
組
合
長
が
「
近
年
の
畜
産
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
国
に
対
し
て

要
望
活
動
な
ど
で
牛
肉
の
消
費
向
上
を
図
る
。
引

き
続
き
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
去
勢
牛
１
８
３
頭
、
雌
牛
１
３
０

頭
の
計
３
１
３
頭
が
競
り
に
か
け
ら
れ
、
購
買
人

が
次
々
と
落
札
し
ま
し
た
。子
牛
の
最
高
価
格（
税

抜
）
は
90
万
５
千
円
、
１
頭
当
た
り
の
平
均
価
格

は
51
万
円
で
し
た
。　

子
牛
の
初
競
り
開
催

牛
肉
の
消
費
向
上
を
図
る

　
１
月
23
・
24
日
の
２
日
間
、（
公
財
）
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
の
「
防
災
拠
点
の
設
置
お
よ
び
災
害
時
相
互
支
援

体
制
構
築
事
業
」
の
一
環
で
、
重
機
研
修
が
町
内
の

消
防
団
員
や
分
遣
所
職
員
な
ど
を
対
象
に
針
尾
公
園

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に
自
治
体
を
越
え
た
緊

急
対
応
を
行
う
た
め
重
機
や
救
助
艇
操
作
研
修
な

ど
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
に
参
加
し
た
柏
木
龍
介
さ
ん（
中
央
分
団
）

は
「
重
機
操
作
を
覚
え
ら
れ
て
良
い
研
修
と
な
っ

た
。
災
害
時
に
は
役
立
て
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
災
害
時
相
互
支
援
体
制
構
築

災
害
時
に
役
立
て
た
い


